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３
月
３
日
（
月
）、
若
林
佐
都

子
先
生
の
指
導
で
「
ア
ー
ト
ク

ラ
ブ
⑤
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

今
回
は
前
回
に
引
き
続
き
、

和
紙
を
使
用
し
た
「
ち
ぎ
り
絵

②
」
と
し
て
「
薔
薇
」
を
テ
ー

マ
に
作
品
を
作
り
ま
し
た
。 

 
和
紙
を
立
体
的
に
表
現
す
る

手
法
を
学
び
な
が
ら
色
紙
に
貼

っ
て
い
く
と
、
前
回
の
「
鳥
」

と
同
じ
よ
う
に
各
自
そ
れ
ぞ
れ

に
個
性
的
な
作
品
に
仕
上
が
っ

て
い
き
ま
し
た
。 

 

受
講
生
の
皆
さ
ん 

も
、
自
身
の
作
品
の 

仕
上
が
り
具
合
に
満 

足
そ
う
で
し
た
。 

 
 

 

 

３
月
１
日
（
土
）、
小
田
緑

先
生
と
神
石
高
原
町
女
性

会
油
木
支
部
の
皆
さ
ん
の

指
導
で
「
お
茶
教
室
⑥
」
を

開
催
し
ま
し
た
。 

 

今
年
度
最
後
の
教
室
は

「
雛
祭
り
茶
会
」
と
し
て
会

場
に
は
「
お
雛
様
」
が
飾
ら

れ
、
子
ど
も
た
ち
は
春
の
雰

囲
気
を
感
じ
な
が
ら
「
茶

会
」
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

 
 

 

令
和
７
年
度
も
い
ろ
い
ろ
な
活
動

を
、
楽
し
み
な
が
ら
体
験
し
て
学
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

 

ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
⑤

「
神
龍
味
噌
」
さ
ん
は
、
「
そ
ー
だ
っ
た
の
カ
ン
パ
ニ
ー
」
（
１

月
）
、「
人
生
の
楽
園
」（
２
月
）
に
て
Ｔ
Ｖ
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

油
木
で
活
動
さ
れ
る
方
の
パ
ワ
ー
が
地
元
の
元
気
に
つ
な
が
れ

ば
良
い
で
す
ね
。 
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卯月

 

 

３
月
１３
日
（
木
）、
東
油
木
老
人
ク
ラ
ブ

で
は
「
男
性
が
一
人
に
な
っ
て
も
食
べ
て

行
け
る
よ
う
に
」
と
、
今
年
度
２
回
目
の

「
男
の
料
理
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

今
回
は
「
夢
屋
」
の
三
上
晴
久
さ
ん
に
お

願
い
し
て
ハ
マ
チ
の
捌
き
方
を
教
え
て
い

た
だ
き
、「
刺
身
・
ア
ラ
を
使
っ
た
ハ
マ
チ

大
根
」
を
作
り
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
蕎
麦
打
ち
名
人
打
ち
立
て
の

「
ざ
る
蕎
麦
」
と
一
緒
に
美
味
し
く
試
食

し
な
が
ら
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。 

 

女
性
会
員
に
は
、「
口
も
出
さ
ず
手
も
出

さ
ず
」
、
試
食
タ
イ
ム
か
ら
参
加
し
て
頂

き
、「
こ
れ
は
美
味
し
い
！
」
と
の
う
れ
し

い
声
を
頂
き
ま
し
た
。 

 
 

（
東
油
木
老
人
ク
ラ
ブ
会
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

松 
本 
彰 

夫
） 

 

神龍味噌

ゆ
き
の
灯
り 

第６７回こどもの読書週間（４／２３～５／１２） 

標語「あいことばは ヒ・ラ・ケ・ホ・ン！」 

読書は、子どもたちの知識や経験を豊かにし、知的

活動を高めるだけでなく豊かな情操を育み、将来の

生き方を方向づけるなど、 

人格形成の上で大きな役割 

を果たします。 
 

          令和７年４月１日（土）より、油木協働支援セン

ター施設内（一部除く）は「靴の履き替えなし」

でご利用いただけます。   油木協働支援センター  

                     

 

 

 

 

４月１日（火）、昨年より改修工事が行われていた「油木支所庁舎」が完成

し、関係者による開所式（オープニングセレモニー）が行われました。 

庁舎内には、「役場油木支所」「神石高原町社会福祉協議会油木事務所」「神

石高原町シルバー人材センター」「神石高原商工会」が入り、機能集積による

地域の皆さんの利便性向上や生活向上への役割が期待されます。 

 

お知らせ 

油木支所庁舎が完成しました
 

３
月
１４
日
（
金
）、
「
神
龍
味
噌
杜
氏
の
門
田

茜
先
生
の
指
導
で
「
味
噌
作
り
教
室
」
を
開
催
し

ま
し
た
。 

 

今
回
の
教
室
に
は
、
町
内
だ
け
で
は
な
く
呉

市
・
福
山
市
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、「
味
噌
作
り
」

に
対
す
る
高
い
関
心
が
伺
え
ま
し
た
。 

 

講
師
か
ら
「
味
噌
」
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
保
存
法
を

学
び
な
が
ら
、
楽
し
く
体
験
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 

 

令
和
６
年
度
「
ゆ
き
キ
ッ
ズ
」
の
活
動
が
終
了
し
ま
し

た
。
楽
し
く
多
く
の
思
い
出
が
で
き
た
１
年
で
し
た
。 

 

 

 

秘伝！

◆

「
油
木
の
ち
ょ
っ
と
い
い
話
」
募
集
中 

「
心
温
ま
る
話
題
」「
元
気
の
出
る
話
題
」
等
、 

地
域
の
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
れ
ば
情
報
を
提
供
し 

て
く
だ
さ
い
。 

 

 

第７７回優良公民館表彰

 

３
月
２６
日
（
水
）、
第
７７

回
優
良
公
民
館
表
彰
の
伝

達
式
が
行
わ
れ
、
政
宗
賢

治
教
育
長
よ
り
表
彰
状
が

油
木
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。 

 

引
き
続
き
、「
社
会
教
育

を
基
盤
と
し
た
、
地
域
づ

く
り
」
を
実
践
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 
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－あいさつは「魔法のことば」！－（参考：秋田県教育委員会・秋田県教育庁生涯学習課「家庭教育支援ガイドブック」）          ★地域で子どもを見守り育てましょう（油木協働支援センター） 

あいさつは「魔法のことば」！ 「おはよう」から始まるすてきな一日 

 明るいあいさつ一言で、心が通い、相手との距離が縮まります。「お

はよう」「こんにちは」「ただいま」…子どもがすすんで気持ちよくあい

さつするよう、家庭や地域で親が手本を示しましょう。 

 

 まずは大人がお手本を示しましょう！ 

１ 家族の間であいさつが自然にできるようにしましょう。 

２ 地域でも、親がお手本となるよう積極的にあいさつをしましょう。 

３ 子どもがあいさつできたときは、しっかりとほめてあげましょう。 

４ 子どもは一人でも進んであいさつできるようになります。 

○あいさつするとこんないいことがあります！ 

・心がつながり話しやすくなる。 

・親しくなるきっかけになる。 

・気分がよくなったりうれしくなったりする。 

・体の調子や機嫌がわかる。 

・ 

一日の中で気持ちを伝える場面はたくさんあります！ 

 
 

  

  

○防犯にも役立ちます！ ・あいさつで元気な声を出す子どもは不審者に狙われにくい。 

            ・近所の人によく覚えられるので、何かあったときに情報収集しやすい。 

 

 

 
３
月
３
日
（
月
）
、
高
梁
市
備
中
町
よ
り

「
平
川
村
定
住
推
進
協
議
会
」
の
皆
さ
ん
を

講
師
に
招
き
、「
地
域
づ
く
り
・
農
商
業
推
進

部
会
合
同
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
昨
年
１０
月
に
「
移
住
促
進
・
定
住

部
会
」
が
先
進
地
視
察
と
し
て
訪
問
し
、
研

修
し
た
平
川
地
区
の
実
践
を
関
係
部
会
と

共
有
し
て
今
後
の
取
り
組
み
に
活
か
す
こ

と
を
目
的
に
企
画
し
た
も
の
で
す
。 

 

同
会
議
か
ら
は
江
草
会
長
様
を
は
じ
め
、 

ス
タ
ッ
フ
４
名
の
方
に
来
館
い
た
だ
き
、

「
ぶ
ど
う
・
ト
マ
ト
」
栽
培
を
基
本
と
し
た

新
規
就
農
者
の
平
川
地
区
へ
の
「
移
住
者
１３

組
２９
名
定
着
」
と
い
う
実
績
ノ
ウ
ハ
ウ
や
、

「
全
国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
へ
の
参

加
報
告
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
回
の
交
流
を
通
じ
て
、「
油
木
～
平
川
」

間
で
地
域
づ
く
り
の
連
携
が
進
め
ば
良
い

で
す
ね
。 

 
 

 

◆児童の感想（抜粋） 

○カプセルを落とすおもちゃの動きを使って「新しいおもちゃ（鳥が卵を産むような物）」が作れるのではな

いかと少し考えました。 

○いろんな道具を使うことでユニークな動きをすることを知って、自分でも作ってみたいと思いました。 

○自分で作って動くかは心配だけど、作った物が動いておもちゃとして 

使えたらどれだけ楽しいかなと思いました。 

○恐竜公園の観覧車が特にリアルで、まるで本物そっくりでした。 

 

３
月
１３
日
（
木
）、
橋
本
堅
之

先
生
・
藤
井
真
一
先
生
の
指
導
で 

油
木
小
学
校
６
年
生
を
対
象
に

「
理
科
：
出
前
講
座
」
を
開
催
し
、 

講
師
手
作
り
の
「
動
く
お
も
ち

ゃ
」
を
使
用
し
て
本
物
体
験
に
よ

る
、
理
科
学
習
「
動
力
（
エ
ネ
ル

ギ
ー
）
の
仕
組
み
」
の
ま
と
め
を

行
い
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
た
ち
は
、
い
ろ
い
ろ
な

仕
掛
け
で
動
く
お
も
ち
ゃ
に
興

味
津
々
で
、
体
験
を
通
じ
て
学
習

が
更
に
深
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

 

今
回
の
「
出
前
授
業
」
に
は
、

広
島
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・

尾
道
市
河
内
公
民
館
・
町
教
育
課

か
ら
の
視
察
、
中
国
新
聞
社
・
町

広
報
の
取
材
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

 

 

い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い 

―「全国過疎地域連盟会長賞」（平川村定住推進協議会：評価のポイント）― 

 移住希望者が、まず通いながら平川地区での暮らしや農業を体験できる制度が整ってお

り、その結果、移住者１３組２９人が全員定着している。ミスマッチを防ぎ、地域・移住

者双方に良い形となっている。（総務省・一般社団法人全国過疎地域連盟） 

は
い
！ 

「新規就農者の確保で持続可能な村づくり」

学
社
連
携
・
融
合
に
お
け
る
『
社
会
教
育
』
は
、「
地
域
に
存
在
す
る

す
べ
て
の
教
育
資
源
」
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。 

 

 

 

 
 

３月１６日（日）、佐々木リョウさんを迎えてコンサートを開催（文化イベント部主催）しました。佐々木リョウさんは昨年に続

いて２回目の「油木登場！」です。会場のシルトピアアリーナには県内をはじめ愛知県・熊本県・岡山県からの来場もあり、最後

まで大いに盛り上がる中で今公演をもって「佐々木リョウ：広島県内２３市町完全制覇！」となりました。 

 

 

 


